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箱館焼雑考（1

i竹立函館博物館学芸係長姫野英夫

昭和46年6月、岐阜県瑞浪市釜戸町で安政年間、箱館I皇

来て陶磁器製作に従事した美濃国岩村の陶工岩次が明治22

年12月16日、72麓で死亡するまで作飼に従事した窯跡が、

瑞浪市文化財調査団によって発掘され、窯跡の周辺約200

平方メートルの斜壷から4,000点にのぼる磁器片が発掘さ

れた。それに続いて次に紹介する笠松文書が問題となって

来た。この文書に対する批判は次回にゆずり、今回はその

全文を紹介する。

井堀右衛門儀箱館御奉行所エ被召出、身元御請合二相成夫

ヨリ御添翰頂載イタシ九月中箱館表エ罷出候処、真様箱館

近在土石場所見分被仰付所々相尋候処、陶器二相用候土

石見当り候二付、右土石国元エ持参手窯ニテ心見焼立仕候

処、至極宜数品出来地頭エ御目二掛ケ、翌午年(安政5年）

二至りrﾘ月中職人共召連縮館表エ罷下リ国元手窯ニテ取持

候陶器御掛り様エ差上候処見訓成品ニテ御一統様御悦上奉

為遊、別地面拝借被仰付、普識二取懸リ都合家数十壱軒出

来相成、右表ニテ窯築立心見焼仕候処、尚又宣敷品出来御

掛り様方ヨリ見』城品出来候上ハ国元エ立帰り来未年（安

政6年）二至り職人共多分召連参り精々焼立相励ミ候様被

仰渡、旦亦是迄之入金モ多分梱懸リ候間此上職人共召抱候

テハ金子多分無之候テハ難出来、自力ニテハ行届兼候間何

卒御拝借仕度旨願出候処、金弐千両手当金トシテ御貸渡

相成候始末、此度職人共召連箱館表二罷下リ候次第二御座

候、尤右繍館表之儀ハ至テ寒国ニテ冬気二相成三、四ケ月

之内凌方無之、遠路年々往返仕候テハ諸雑費不少岬と二

付、焼付渡世相務候＝付右御返翰頂赦イタシ江戸表エ罷習

下り、箱館奉行所エ御届ケ奉申上此上江戸御奉所ヨリ御添

翰頂戦之上、北国筋エ罷リ下り職人共召連罷出候趣申聞候

闇駕蕊懇順ﾉ儀御聞済二“国元産物諭品演
廻シ箱館表産物会所エ御取上之上売捌側成候儀ニテ決テ自

分勝手二温別候儀難出来儀二御座候趣是亦申聞候間此段奉

申上候

宿

木屋

博右衛門

下ケ札之分

毎年十一月ヨリ翌二月迄当世凌方之ダメ当国ニオ

イテ無地之焼物脈持箱館表ニオイテ四ケ月之間、

職分二絵焼付凌方可仕儀二御座候

以上が笠松文譜の全文で瑞浪市文化財捌査団の一員で多

治見市の岐阜県陶磁器陳列場の古川庄作氏の好意でコピー

で送られた文書である。この文書に対する充分な評urnは現

在瑞浪文化財調交団の人々の研究にまつところ大である

が、その結果如何によって、従来美濃より陶土を持って来

て、湯の川の陶土と榎合して箱館焼を焼いたという定説が

否定される結果となるかもしれない。

（ひめのひでお）

安政六年末正州二十八H

箱館交易一件松平誠之助領分岩村岩次為次ヨリ初発

目論見之次第木屋伝右衛門三リ聞取書上壱通笠松御役

所ニオイテ写文○○

松平誠之助領分

濃州恵那郡岩村

岩次

為次

右両人是迄之手続簾リ苓候始末奉申上候。初発去々己年

（安政4年)m月中、江戸本所水戸様御産物会所二罷在候

処、御徒目附新見角蔵様三リ箱館御組頭河津三郎太郎様＝

御噺二細成り右両者様三リ私共御召出之上被仰渡候者、

今般箱館表二於テ瀬戸焼思召モ在之ニ付共方共箱館表＝罷

下リ土石場所見立之上心見之ダメ焼立可任旨被仰渡候得

共、新規窯元之儀者多分損毛モ机立候儀故御断申上候処、

被仰付候者初発ヨリ益ニイII成候俵ハ何商売ニテモ無之次

第、御上様ニモ伽l承知奉為遊候儀二付是非箱館表エ下り取

懸リ候様被仰凌、私;‘･身元ノ儀、地頭松平誠之以留守居今
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|研究と資罫
Ill原家文書について

昭飛脚6年度「浦館戦争資料調査、収集」を行ない、一応

の成果をおさめることができた。

中でも田原家の文書は、松前藩政時代及び明治初年に至

るまでの数代にわたっての貴重な資料である。

田原家文密資料の内訳は、俸禄、給与、取立関係を主と

した松前淵士資料54点をはじめとして同家関係書揃、撫

附、日記、覚等の藩政時代の資料と、明治に入ってから田

原音八の子息駒吉の松前松城学校卒業証書、開拓使「甑痘

済証」「地券」等に大別されるもので、総点数'00余点を

数えるものである、

特に、田原藤右衛門、唯蔵、音八等代々にわたる藩士資

料54点は、同家資料の半数を占めているが、これだけ数代

にわたって資料が発見されることはめずらしく、松前藩の

職制の変遷を知るうえには災重な資料の一つといえる。同

家の「明細書」によると。

初代藤右術門は伴唯蔵とともに天明2年（1782）町足軽

として取立てられたのをはじめとして、各代ごとに後組足

軽、新組足軽、新組徒士、古組徒士と順次繰上げられてい

るが、松前藩の職制の中にあっては、下層の家柄であっ

た。

箱館戦争に参加して戦死した音八を例に上げて、松前藩

における幕末下級藩士取立ての様子をみてみると、音八

は天保2年（1831）足軽並に奉公したのをはじめとして同

6年には「砲術熟練」をもって一代後組足軽（切米二人扶

持金六両)、弘化3年(1846)新組足軽(切米二人扶持金

八両）嘉永元年（1848）新組御徒士格、翌2年には新組御

徒士(三人扶持金拾両)慶応元年には「精勤」につき家絡

を永代内下代格にそれぞれ繰上げられている。この音八は

箱館戦争の初戦明治元年及部の役において蒋戦のあまり戦

死しているが、箱館戦争平定後翌2年12月、松前藩管4$局

より「……--皇死報国候条忠勇之所致深御追獄被遊鋤永･世御

先手組格上席被仰付」られ、10人扶持を給している。死し

てようやく平侍の地位を得たことになるのである。

音八のように家格は低いが、「砲術」等の技術を持って

市立函館博物館沿革史（その3）

＜開拓使東京出張所内仮博物場＞②

今回は明治8年カムチャッカのぺトロパウルスク、千鳥
ウルツア

の得簿島にIll張した黒田開拓使長官が仮博物場に陳列する

ため現地で採集した資料の入手過程について述べる。この

過程は彼と同行した開拓使訳官八等出仕佐藤秀顕著千島紀

行く明治8年札幌開拓使発行、和本、36丁＞によって知る

事が出来る。これによれば明治8年8月31日、黒田長官膳

いる者、或ﾚ､は「職務勉励」等によって稀に昇進した場合

は、「役付太儀料」としてその役職に見合うようにその遮

額を下賜されるが、音八の場合をみると、年代不洋のもの

を除いて元治元年（18“）「太儀料金'ど両、別段御手当金

弐分」、慶応元年（1865）も辰様に「太儀料金‘誉両、別段

御手当金弐分」、同4年(1868）には「太儀料金弐分弐4－，

銭弐百八拾三文、別段金壱分壱芽、銭百四拾弐文」を下賜

されてし､る。

前に述べた扶持米の増加状態と合わせてみれば下級藩士

の昇進状態がほぼ理解されよう。「桜:l＜I享沢部町の歩

み＞」には正識鎌クーデター以前の藩政主聴部中に田原藤

右衛門なるものが「祐筆」の位置についていることが記さ

れている。田原家は代々藤右衛門を襲名することになって

おり、時期的には音八の先代がこの藤右衛門に当たると思

われるが、今度寄贈された資料中にはそれを裏付ける資料

が得られなかった。

松前藩は安政2年（1855）には1,488人とし､う多戯の藩

士を容するようになった。明治4年（1871）廃藩股県の際

松前藩より政府に筏出された記録によれば、1,679人｡侍分

のうち石高をもって明示されてし､る者233人を除き、扶持

米取732人下卒、一代限卒迄を含めると、大多数が田原音

八のような中、下級藩士によって占められていたことがわ

かる。

松前藩の職制については、永田富智氏が「新しい道史」

でその変遷と特色について述べられており、また同氏の紹

介された資料「北|‘'1史綱」には嘉永2年以降の藩士の新規

取立、昇進の様子が知られるが、今後さらに勝士質料の発

掘を行なってし､く必要がある。

下級藩士の新規取立、昇進等の動態を知ることは、大砲

鋳造、台場の設置等の軍制改革とともに幕末松前藩体制の

研究を深化していく上で重要な作業と言えよう。

なお、田原家の資料については、黒ラシャの筒袖羽織一

着、陣羽織二着、火事装束、偏刀一振等の実物賃料がすで

に入っており燕末松前藩の一藩士の全容を知ることがで

き、博物館資料としては極めて資料価値の高いものとなっ

た。今後、こうした体系だった資料を得ることは不可能に

近いが、歴史資料散逸防止の上でも尽力してし､きたいもの

である。（学芸員：柴田幸生）

洲拓使の用船玄武丸に随行2人と共に横浜港出発、途中函

館により、

＜9月15日＞

ペト戸バウルスク着、時任理事官は1211軍艦日進で到着

一行と会す。

＜9月18日＞

午前Ill時、日進は時任理事官と魯国の理事官「・マチニニ

ン」を乗せて「クリル」諸島に向け出発。同日長官の命

を受け戸長の家に就て「ペト戸パウルスク」産の獣皮並に
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明治15年、I淵拓使廃II-.の際東京仮博物場の民族関係資料は函館県に移管された

写真は函館に運ばれた時のものと思われる

カワコ･ロモ

魚類の見本及び土人の用ふる姿、猟衣、龍靴等を貿求めた

り。同日午後7時当港出帆。

＜9月19日＞

占守島を巡視せんとするも鵬風雨のため為らず

く9月22日＞

午前9時、得撫島の村落ある処に蒜す汽笛を鴫し災土

民を呼びしに応ずる者なし。更に号砲を発し棚待つこと大

凡半時間、霧中に人声の聞ゆるあり、しばらくして数名の

土民各々皮舟（海馬或は海象の皮を以て之を作り埴に蝋虎

猟の用に供す）に乗り我船の近傍に災りければ、長官命じ

て其中の重立った者を本船にkげしめたり。満災はペート

ルと云ふ老なり。ﾀｸら土民-．統へ洲・柳をいふ。一|司喜び

て憂官を導きて|:陸し己の家に土民を災め共に酒柳をmけ

て長官の幸縞を税す。核脇は「エド陣フ」勘と雌か3蝿の

海峡をへだてたる一孤島にして、其人別はﾜ)'7人、女11人

（其後我理事官の調査によれば33人なり）戸数11戸にし

て、人種は皆「アリアッカ」たり。土人は土を5～6尺の

深さに穿ち樹枝草蕊を以て之を蔽ひ噸を其内に蛾きて穴居
ワヅコ

す。酋長ぺ一I､ルの住居は2個の破璃窓を識く°蝋虎猟に

は小銃を用ふる甥なく、海馬の皮と鯨骨を以て作りたる鴨

舟に座し、身には海象或いは海馬の勝脱を以て作りたる雨
ウガ

衣を、穿ら、頭には狐皮或は狼皮を以て獣の面を擬造し

たる芯を着け職虎の群をして其猟夫たるを知らさらしめ巧
カタチ

に之を猟す。其倣舟は股も軽便にして5尺の童と錐も聾手

を以て之を運撮すべ<、然れども其之に乗り狂涛に蝿す
ﾉ、ンパン カイジン

るは芝々として浪に随い其進むｵf般も快迅にして決して
プクポツカイ

覆没の患ひなし。其船に裟1冊するものは柵．抽水器．鋼叉

・棒鈎等にて揖を用し､て舟を職虎の群に漕ぎ寄せ、若しガ

の舟に入る事あれば口を抽水器につけて吸出し、其群に近
サギ

づけば鋼叉を以て之を衝き、其鋒獣の肉中に入れば其鋒に

附けたる骸の如きもの忽ち柄と分れて其噛のみ其肉中に止

まり、共柄と懐とは糸を以て予め之を繋ぎ腫けり。故に蝋

虎は一刃の下に死せずして逃げる躯あるも鋼叉の柄は浮標
シズ

となりて臓虎の行く所に随ふが故水底に潜むことを得ず終
兼クサヅ

に棒を以て撲殺せられて鈎を以て懸げ揚げられるに至る。

酋長の家に入りて諸事を検討して大凡1時間にして船に

帰る。僑長等15～6人の男女共に長官を送り来て酒菓の饗

応を受く。酋長に命じて物品の見本等貿求むべき筈なりし

が既に当人も乱酔前後を弁ぜず且.出帆の時限も静迫れば終

に逐て去らしむ。同11午後2時半得撫I為を去る。

＜9月24口＞

午後0時半根室港に着し旧本陣に入る。

以上の記載で、黒田長官一行はペト戸パウルスクで、カ

ムチャッカ土民の資料購入は成功したが、得撫島ではア￥

ウト族の資料は入手出来なかった。然し好運にもペトロ/~

ウルスクを同時に出港した時任理蝋官の一行を乗せた軍艦

、進は強風のため得撫島に上陸出来ず根室港に入港、此処

で黒田長官に再会した。9月29日玄武丸は再度時任理事官

と露国理事官の一行を乗せ得撫島に向け出港した。現在函

館博物館に伝わる、アリウト族の三人乗り皮船その他は時

任理事官の一行が黒田長官の意を体して、採集したものと

思われる。

（学芸係長：姫野英夫）
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まで

科学教室（分館）星座観測

函館＃l近の資料調査（分館）6月9日まで

博物館協議会|淵催（本館）

市民謂座（植物季節と開花

特別展「南方土化展」終了

市民講座（考古）土器の造り方

科学教室（分館）昆｡質観察会
皮舟計測を行なう（本館）

全道博物館大会於苫小牧市

表干家流同門会茶会於杉花亭

第2回陣物館庶務主任者研修会於東京都

科学教室（分館）天体観測

市民識座（髄物）植物の採集と漂本作成

市民識座（考古）遺跡を語る

科学教室（分館）植物の調ぺ方

特別展「五桜郭戦争と彰義隊展」開催8月種
日まで

科学教室（分館）昆虫標本の作り方
特別展「港祭り協礎郷土資料展」9月3111ま-F

科学教室（分館）植物標本の作り方

科学教室（分館）植物の名前の調べ方

馬場コレクション（民{も資料）整理9月10雪

まで

科学教室（分館）昆虫標本の作り方

科学教室（分館）昆虫の名前の調べ方

市民拙座（考古）遺跡を語る

磯の生物観察会（博物館友の会と共催）

特別展「五稜郭戦争と彰義歎展」終了
駒沢大学茶道部茶会於杉花亭

博物館日誌抄46.12.4～47.8.31

46.12.4市民講座（植物）

12青年センター茶道教室於杉花亭
14箱館戦争資料の整理（分館）12月1911まで

28御用鋪

47．1．4御用始

6美術資料の整理（本館）1月91!まで

U箱館戦争関係資料展示会（分館）1月30日まで

12考古資料の整理（本館）1月30日まで
18第2回冬の公震と博物館で遊ぶ会1月23口ま

で

2．5市民講座（植物）

8地質鉱物資料整理（分館）2月13日まで

18埋蔵文化財対策調査概報発行

20市民識座（美術）

3．4市民識座（植物）

5青年センター茶道教室於杉花亭
8考古資料収集3月12日まで

14サイペ沢遺跡事前調査3月31日まで

16花光コレクション目録作成

4．2宗偏流虚心会茶会於杉花亭

9市民講座（考古）

15流通センター用地発掘調査10月末日までの予

定

20箱館戦争関係資料収集調森（青森県平館）22日
まで

22市民識座（植物）

29特別展「南方土佑展」開催6j111日まで

30特別展民俗講座

5．6科学教室（分館）昆虫採集と自然愛護

7大日本茶道学会流茶会於杉花亭

13市民講座（植物）植物の観察法と春の野草

13科学教室（分館）植物採集、自然愛護

21市民講座（考古）於流通センター発掘場所

22陸奥湾海洋調査実施於青森市浅虫5月31口
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